
日時　平成23年11月19日（土曜日）13：15～ 16：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12：00受付開始
会場　宍粟市山崎文化会館大ホール
入場無料、定員600名（事前申し込み）

2011国際森林年記念行事

■　プログラム　■

コーディネーター：

主　催： 宍粟市、農林水産省、国際森林年国内委員会事務局
後　援：

お申込み・お問い合せ　：

in 兵庫県宍粟市

（山崎町鹿沢88-1）

養老孟司氏（東京大学名誉教授、国際森林年国内委員会委員）

 2011年は国連が定めた国際森林年です。「市民と森林をつなぐ国際森林
年の集い」は、「次世代への継承」をキーワードに農林水産省等が開催する
国際森林年記念行事です。
 兵庫県宍粟市は「森と生きるまち」をキャッチフレーズに、計画的な森林施業
による林業再生と「森のゼロエミッション構想」による森林資源を中心とした資
源循環型社会づくりを進めています。
　そこで、国際森林年を宍粟市の森林空間再生元年と位置づけ、宍粟市
の最大の資源である森林を活かし、健全な森林を次の世代につないでいくこ
との大切さを考える「国際森林年の集い」を開催します。

前田将吾氏（（株）グリーン興産専務取締役）

川井秀一氏（京都大学教授）

パネラー：

宍粟市 まちづくり推進部 環境創造課

市民と森林をつなぐ国際森林年の集い市民と森林をつなぐ国際森林年の集い

定員は、600名です。参加希望の方は、氏名、所属、連絡先（電子メールか電話）を明記の上、

電子メールか電話、FAXにてお申込ください。定員になり次第、申し込みを締め切ります。

兵庫県

＜第１部＞基調講演　『森から始める地域再生』

13:15 開会

＜第２部＞パネルディスカッション　『宍粟の森 今 これから』

長野隆一氏（東河内株山共有林代表）

衣笠萬三氏（宍粟50名山ガイドクラブ会長）

栗田泰博氏（（株）日本触媒総務グループリーダー）

電  話： 0790-63-3127　　　FAX ： 0790-63-3060

e-mail： kankyosozo-ka@city.shiso.lg.jp

講師プロフィール：

ベストセラー「バカの壁」は400万部を超える大ヒットを記録。

「日本に健全な森をつくり直す委員会」委員長。

【市民大学対象講座】
しそう学びパスポートを

お持ちの方は
ご持参ください。

し  そ  う



市民と森林をつなぐ国際森林年の集い

関連イベントのご案内　・　交通案内

市民と森林をつなぐ国際森林年の集い in 兵庫県宍粟市　交通のご案内  

in 兵庫県宍粟市

■2011年11月25日（金）19：00～21：05 センターいちのみや

 この映画は、「森の名人」と呼ばれる人達の人生と技を聞き書きした高校

生４人を追った作品です。日本のごく一般的な若者達が抱える生き難さ

や未来への不安を、日本が近代化の中で最も打ち捨ててきた山村生活

の老人達との出会いを通して、乗り越えようとしていきます。日本の中の様

々な断絶―都市と農村、伝統的な暮らしと現代化された暮らし、世代と世

代―そうした断絶を埋め合わせることのできる可能性を、詩的なスケッチ

で見つめました。（映画パンフより）

　題材となった「森の聞き書き甲子園」には毎年宍粟市内の高校生も参加

しています。

平成23年度児童福祉文化賞受賞、国際森林年映画祭参加作品、2010年・監督：柴田昌平

入場無料

映画「ひめゆり」の柴田昌平監督第2作
2011年3月5日より全国順次公開

■2011年11月26日（土）13：30～15：05

宍粟市山崎文化会館
〒671-2536兵庫県宍粟市山崎町鹿沢88-1　
　TEL　0790‐62‐5300

■マイカーをご利用の場合
中国自動車道・山崎インターより約5分。
山陽自動車道・姫路西ＩＣで下り、
国道29号線を北（鳥取方面）へ約30分。

■電車・バスをご利用の場合
ＪＲ山陽本線・新幹線の姫路駅で下車。
ＪＲ姫路駅の北側より
神姫バス・林田経由山崎行きへ乗車し、
山崎で下車（所要時間約1時間）。徒歩約5分。

■中国道高速バスをご利用の場合
大阪方面からお越しの場合
ＪＲ大阪駅西口前より中国ハイウェイバス（ＪＲバスか神姫バス）へ乗車し、
山崎インターで下車（30分～60分おきに発車・所要時間約2時間）。徒歩で約15分。

津山方面からお越しの場合
ＪＲ津山駅前より中国ハイウェイバス（ＪＲバスか神姫バス）へ乗車し、山崎インターで
下車（60分おきに発車・所要時間約1時間）。徒歩で約15分。

宍粟防災センター

映画「森聞き」上映会


